
No.168
平成２8年11月１日

発行：千葉県袖ケ浦市議会

議会だより

そでが らう
市 議 会

ガ
ウ
ラ

袖ケ浦市マスコットキャラクター「ガウラ」

22人の議員が決まりました	 ２ページ
決算認定　財政の硬直化進む	 ３～６ページ
議決結果	 7ページ
８人が市政を問う　一般質問	 ８～10ページ
議会改革報告　イタジャイ公式訪問報告	 11ページ
トピックス、表紙の写真から、
臨時会のお知らせ、12月定例会の予定	 12ページ

9
月
定
例
会

福島県楢葉町を応援しよう
有志によるチャリティーさんま祭り

楢葉町のみなさんと
ゆず太郎も頑張ったよ！
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議
員
定
数
を
２
人
減
と
す
る
条
例
が
可
決

さ
れ
て
か
ら
、
初
め
て
の
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
、
22
人
の
議
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
下

げ
ら
れ
て
か
ら
県
内
初
の
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
で
も
あ
り
ま
し
た
。
18
歳
・
19
歳
の
投

票
率
は
36
・
95
％
（
選
挙
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
投

票
所
の
み
の
集
計
）
で
し
た
。

　

議
長
・
副
議
長
の
選
出
や
、
常
任
委
員
会

な
ど
の
新
し
い
構
成
は
、
11
月
15
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
臨
時
会
で
決
定

し
ま
す
。
12
月
１
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
臨

時
号
で
、
議
員
の
紹
介
と
併
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※議員年数・生年月日順

選
挙
権
年
齢
引
下
げ
後
県
内
初
の
市
議
会
議
員
選
挙

22
人
の
新
し
い
議
員
が
決
定

定数２人減10月16日市議会議員選挙

任期：平成28年11月３日～平成32年11月２日

投票率
54.04％

新しく選ばれた22人の議員

9
月
定
例
会

会
期　

８
月
31
日
（
水
）
～
９
月
21
日
（
水
）

22
日
間

字
区
域
・
名
称
の
変
更（
袖
ケ
浦
駅
前
）	

１
件

市
道
路
線
の
変
更
・
認
定	
２
件

協
定
の
締
結（
終
末
処
理
場
工
事
委
託
）	
１
件

補
正
予
算	
５
件

決
算
の
認
定	

２
件

人
事
案
件（
人
権
擁
護
委
員
）	

１
件

陳
情	

１
件

発
議
案（
意
見
書
）	

１
件

　
　
合
計	

14
件

※
そ
の
他
報
告　

３
件

佐
久
間
　
清

鈴
木
　
憲
雄

篠
原
　
幸
一

緒
方
　
妙
子

笹
生
　
典
之

小
国
　
勇

在
原
　
直
樹

粕
谷
　
智
浩

山
下
　
信
司

山
口
　
進

根
本
　
駿
輔

氏
　
名

3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 期
数

渡
辺
　
盛

篠
﨑
　
典
之

福
原
　
孝
彦

塚
本
　
幸
子

阿
津
　
文
男

榎
本
　
雅
司

笹
生
　
猛

佐
藤
　
麗
子

励
波
　
久
子

長
谷
川
　
重
義

前
田
　
美
智
江

氏
　
名

7 6 5 5 4 4 4 4 4 3 3 期
数

市議一般
選挙で
過去最低



合計２５６億 ２１６６万円

自主財源
合計
175億
1636万円
68.4％

依存財源
合計
81億530万円
31.6％

＊自主財源：市が自主的に収入する財源　＊依存財源：国や県から定められた額を収入する財源

市税
　131億 850万円  51.2％
市民税、固定資産税、市たばこ税など
繰入金　19億8850万円  7.8％
袖ケ浦駅北側整備基金などを取り崩したお金
繰越金　7億7496万円  3.0％
前年度から繰り越されるお金

分担金及び負担金
　5億3495万円  2.1％
保育料、小中学校給食費等負担金など

諸収入　5億7720万円  2.2％
講座受講料、不燃物売却代、
健康診断自己負担分、預金利子、
受託事業収入など

使用料及び手数料
　4億8376万円  1.9％
幼稚園等の使用料、住民票等交付手数料、
ごみ処理手数料など
財産収入　2746万円  0.1％
市有財産貸付収入、基金利子など

寄付金　2103万円  0.1％
ふるさと納税など

その他
　3億7521万円  1.5％
地方特例交付金、地方交付税など
地方譲与税
　3億8875万円  1.5％
国が徴収した特定の税から
分配されるお金
地方消費税交付金
　10億8687万円  4.2％
地方消費税の一部が県から
交付されるお金
県支出金
　13億9136万円  5.4％
市の事業に対し県から交付されるお金
市債
　16億8450万円  6.6％
国や銀行から長期に借り入れるお金
国庫支出金
　31億7861万円  12.4％
市の事業に対し国から交付されるお金

3

※１万円未満は四捨五入（一部調整あり）

一般会計　収入

投資的経費
47億
8704万円
19.2％

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費　＊投資的経費：施設整備など、財産として将来的に残るものにかかる経費

人件費
　54億4982万円  21.9％
職員給与、共済組合負担金、
議員報酬など
扶助費　43億9789万円  17.6％
児童福祉、高齢者福祉、生活保護費など

公債費　10億8520万円  4.4％
地方債の元金・利子償還金

補助費等　22億 172万円  8.8％
補助金、交付金、負担金など

物件費　43億 469万円  17.3％
委託料、需用費など

経常的繰出金
　13億3381万円  5.3％
一般会計から国民健康保険、
介護保険などの特別会計へ支出するお金

維持補修費　1億8971万円  0.8％
道路や橋梁、学校、庁舎などの維持補修費

繰出金　5億2120万円  2.1％
一般会計から公営企業会計へ支出するお金

災害復旧事業費　1718万円  0.1％

普通建設事業費
　47億6986万円  19.1％
道路や公共施設などの建設費

投資及び出資金・貸付金
　2億4548万円  1.0％
奨学資金貸付金、高齢者等住宅整備
資金貸付金、中小企業融資資金貸付金など

積立金　3億9151万円  1.6％
財政調整基金積立金など

義務的経費
109億
3292万円
43.9％

その他の経費
91億
8811万円
36.9％

経常経費
76.1％

合計２49億 807万円
一般会計　支出
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平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

９
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
最
終

日
に
は
、
一
般
会
計
・
各
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
認
定
し
ま
し
た
。

　

市
税
収
入
額
は
市
制
施
行
以
後

最
低
と
な
り
、
経
常
収
支
比
率
は

90
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
削

ら
れ
て
い
る
の
に
委
託
料
が
減
っ

て
い
な
い
。
必
要
な
も
の
に
は
お

金
を
使
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、

支
出
内
容
を
精
査
し
て
ほ
し
い
。」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
財
政
調
整

基
金
残
高
は
約
42
億
円
で
、
持
続

可
能
な
財
政
構
造
確
立
の
た
め
の

集
中
的
取
組
み
で
の
残
高
見
込
み

と
比
べ
、
約
25
億
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
委
員
か
ら
は
、「
も
っ
と

事
業
が
行
え
た
の
で
は
。」「
取
組

み
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

※
市
税
等
の
経
常
一
般
財
源
の
う
ち

経
常
経
費
に
充
当
さ
れ
て
い
る
割
合
。

高
く
な
る
ほ
ど
自
由
度
が
低
下
し
、

政
策
的
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な

る
。

27年度決算　健全財政を維持するも

財政の硬直化進む
※
経
常
収
支
比
率

�

90
％
超
え
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重
度
心
身
障
が
い
者
福

祉
タ
ク
シ
ー
事
業
で
金

額
増
の
要
因
は
。

申
請
者
は
約
１
０
０
人

減
少
し
ま
し
た
が
、
Ｈ

27
年
度
か
ら
１
回
の
乗
車
で

券
を
２
枚
（
１
４
６
０
円
相

当
）
使
え
る
よ
う
に
し
た
た

め
、
使
い
勝
手
が
向
上
し
た

こ
と
が
要
因
だ
と
考
え
ま
す
。

世
代
間
支
え
合
い
家
族

支
援
事
業
の
決
算
額
が

減
少
し
た
理
由
は
。

Ｈ
26
年
度
か
ら
７
件
減

り
、
３
件
で
し
た
。
Ｈ

28
年
度
か
ら
一
緒
に
暮
ら
す

高
齢
者
の
年
齢
要
件
を
、
65

歳
以
上
か
ら
60
歳
以
上
に
引

下
げ
、
利
用
の
促
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

? ?
?

?

?

?

?? ?

?

?

?

?
?税金の使い道をチェック！

収
支
不
足
額
の
状
況
は
。

計
画
当
初
の
不
足
額

58
億
円
が
、
約
11
億
円

に
減
少
し
ま
し
た
。

見
込
み
と
実
績
の
差
が

大
き
い
。
見
通
し
が
甘

か
っ
た
の
で
は
。

今
後
の
財
政
を
踏
ま
え
、

景
気
の
動
向
を
楽
観
視

せ
ず
に
試
算
を
し
、
持
続
可

能
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
そ
の
後

の
若
干
の
景
気
の
回
復
も
あ

り
収
支
不
足
額
が
圧
縮
し
ま

し
た
が
、
危
機
感
を
持
っ
て

取
組
み
ま
し
た
。

区
等
集
会
施
設
補
助
金

の
実
績
は
13
事
業
だ
が
、

区
等
か
ら
の
全
体
の
要
望
数

と
実
施
率
は
。

予
算
要
求
前
の
８
月
に

各
区
等
へ
次
年
度
の
修

繕
計
画
を
照
会
し
て
お
り
、

要
望
が
あ
っ
た
も
の
は
す
べ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
整
備
事
業
補

助
額
減
の
理
由
は
。

平
岡
線
は
、Ｈ
26
年
６

月
に
大
幅
な
運
行
改
正

を
行
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

補
助
額
が
９
７
７
万
円
の
減

と
な
り
、
ま
た
燃
料
費
な
ど

経
常
費
の
減
少
で
他
の
路
線

で
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
は
平
岡
線
で
３
８
５

人
の
増
、
の
ぞ
み
野
長
浦
線

で
も
１
１
２
９
人
増
加
し
ま

し
た
。ふ

る
さ
と
納
税
の
実
績

は
。

約
２
千
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
反
対

に
市
民
が
他
市
へ
寄
付
し
、

H�
28
年
度
の
市
民
税
控
除
に

よ
る
収
入
減
は
１
４
６
９
万

円
で
し
た
。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
。

袖
ケ
浦
駅
前
交
差
点
と

長
浦
駅
前
通
り
に
１
台

ず
つ
設
置
し
ま
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
映
像
の
外

部
提
供
の
実
績
は
。

Ｈ
27
年
度
中
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
Ｈ
28
年

度
は
現
在
３
件
あ
り
、
す
べ

て
警
察
署
か
ら
の
依
頼
で
す
。

道
路
交
通
法
の
改
正
を

受
け
て
中
学
生
へ
の
交

通
安
全
指
導
の
内
容
は
。

主
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
自
転
車

事
故
の
悲
惨
さ
を
訴
え
、

自
ら
が
加
害
者
と
な
る
場
合

も
あ
る
た
め
、
賠
償
問
題
の

事
例
を
紹
介
し
保
険
の
説
明

も
し
て
い
ま
す
。

消
防
の
無
線
県
域
が
一

元
化
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
境
を
超
え
て
他
市
か

ら
も
出
動
で
き
る
の
で
、

現
場
ま
で
平
均
８
分
18
秒
で

到
着
し
て
い
ま
す
。
県
平
均

よ
り
約
40
秒
早
く
な
っ
て
い

ま
す
。

一
般
会
計

みなさんが納めた税金が効率的に使われたか、決算審査特別委員会で確認しました。
決算審査特別委員会での質疑を抜粋して掲載しています。会議録は 1月頃ホームページに掲載予定です。

Q

QQ

Q

QQ

QQQ

QQ A

AA

A

AA

AAA

AA 持
続
可
能
な
財
政
構
造
確
立
の

た
め
の
集
中
的
取
組
み

【
市
民
生
活
】

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

【
交
通
防
犯
・
消
防
】

【
健
康
・
福
祉
】

返礼品も充実　市の PR に繋がります

１枚 730 円分 ４月申請で 36 枚交付

養蜂 酪農 お茶農家
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４
市
で
統
合
・
広
域
化

を
す
る
と
、
一
般
会
計

か
ら
１
億
５
千
万
円
の
繰
入

は
難
し
く
な
る
と
思
う
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

国
庫
補
助
金
の
変
更
が

あ
り
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
施
設
整
備
計

画
の
見
直
し
を
し
て
い
ま

す
。
覚
書
に
沿
っ
て
統
合
に

向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
出
資
金
額
に
つ

い
て
は
未
定
で
す
。

Ｈ
28
年
２
月
の
診
療
分

で
56
・
53
％
利
用
さ
れ
、

前
年
よ
り
約
６
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
使
わ
な
か
っ
た

場
合
よ
り
１
億
６
千
万
円
の

削
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

国
保
法
第
44
条
一
部
負

担
金
の
減
免
申
請
の
状

況
は
。実

績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｈ
25
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
の
で
し
ば
ら
く
様
子
を

見
て
、
他
市
と
連
携
を
図
っ

て
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
施
設
の
受
入
れ
状

況
は
。

Ｈ
28
年
１
月
の
施
設
の

定
員
は
２
７
３
人
で
、

待
機
者
は
１
３
９
人
で
す
。

単
独
の
自
治
体
で
取
り

組
む
に
は
課
題
が
あ
る

た
め
、
給
付
制
度
の
創
設
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
国
の
動

向
を
注
視
し
ま
す
。

山さ
ん
野や

貝
塚
の
報
告
書
を

作
成
し
て
い
る
が
、
文

化
庁
の
評
価
と
市
の
動
向
は
。

こ
の
報
告
書
が
国
指
定

史
跡
と
す
る
か
の
判
断

の
基
に
な
り
ま
す
。
文
化
庁

が
現
地
を
見
に
来
て
範
囲
を

決
定
し
ま
し
た
が
、
評
価
と

し
て
は
非
常
に
い
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
指
定

後
の
史
跡
整
備
や
保
存
活
用

計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
金
が
再
び
増

加
し
て
い
る
要
因
は
。

被
保
険
者
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
入
院
費
は
前
年

度
比
９
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
促
進
状
況
は
。

海
側
土
地
区
画
整
理
事

業
の
ス
ラ
グ
の
問
題
は
。

組
合
が
国
立
環
境
研
究

所
に
調
査
依
頼
を
し
て
、

安
全
性
に
問
題
は
な
い
と
の

結
果
で
し
た
。
安
全
性
に
つ

い
て
、
組
合
と
一
緒
に
地
権

者
や
購
入
者
に
説
明
し
て
い

ま
す
。空

き
家
の
相
談
に
対
し

改
善
は
図
ら
れ
た
の
か
。

相
談
件
数
は
44
件
で
、

草
木
の
繁
茂
が
一
番
多

く
19
件
、
他
は
建
物
の
一
部

飛
散
、
ゴ
ミ
の
散
乱
、
動
物

の
出
入
り
な
ど
で
す
。
13
件

が
改
善
し
、
18
件
が
文
書
指

導
中
、
６
件
が
未
相
続
な
ど

で
所
有
者
を
調
査
中
で
す
。

７
件
は
問
題
が
な
か
っ
た
の

で
指
導
不
要
で
し
た
。

給
食
に
占
め
る
市
内
産

の
野
菜
利
用
率
は
。

43
・
６
％
で
す
。
米
は

１
０
０
％
袖
ケ
浦
市
産

で
す
。奨

学
資
金
に
つ
い
て
、

貸
付
け
で
は
な
く
給
付

型
の
検
討
は
し
た
の
か
。

ガ
ウ
ラ
ン
ド
の
使
用
料

値
上
げ
の
影
響
は
。

対
前
年
比
で
、
利
用
者

約
１
万
５
千
人
減
、
使

用
料
は
、
前
年
度
に
旧
料
金

で
の
回
数
券
等
約
１
千
万
円

の
駆
け
込
み
購
入
が
あ
っ
た

た
め
約
８
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

市
道
の
除
草
は
年
２
回

だ
っ
た
が
、
い
つ
か
ら

１
回
に
な
っ
た
の
か
。
見
通

し
が
悪
く
な
り
危
険
。

物
件
費
の
抑
制
で
Ｈ
27

年
度
か
ら
１
回
に
減
ら

し
ま
し
た
。
安
全
面
を
考
慮

し
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

委 員 長 篠﨑　龍夫

副委員長 村田　　稔

委 員 山口　　進
粕谷　智浩
緒方　妙子
佐久間　清
榎本　雅司

山下　信司
小国　　勇
鈴木　憲雄
励波　久子
阿津　文男

決
算
審
査
特
別
委
員
会

国
保
会
計

水
道
事
業
会
計

介
護
会
計

Q

Q

QQQ

QQ

QQQ

Q

Q

A

A

AAA

AAA

AA

A

A

【
都
市
整
備
】

【
教
育
・
生
涯
学
習
】

交差点にはみ出す草と木

Ｈ 27 年度交付金で整備された
小規模特別養護老人ホーム

「みどりの樹」
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◆�

一
般
会
計
・
特
別
会
計　
決
算　
討
論�

◆

賛成
討論

反対
討論

【
一
般
会
計
】

　

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
財
政

基
盤
の
健
全
性
維
持
と
各
分
野
で
の
市

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
着
実
な
社
会

資
本
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
た
め
、

賛
成
す
る
。

�【
国
保
会
計
】

　

財
政
運
営
が
一
層
厳
し
い
中
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
等
医
療

費
の
削
減
に
努
め
、
保
健
指
導
に
よ
り

健
康
保
持
増
進
に
も
努
力
し
て
い
る
た

め
、
賛
成
す
る
。

�【
後
期
会
計
】

　

保
険
料
の
収
納
率
は
前
年
度
よ
り
上

昇
、
事
務
費
は
円
滑
な
運
営
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

�【
介
護
会
計
】

　

高
齢
化
に
よ
る
介
護
需
要
の
増
加
で

前
年
度
よ
り
１
億
５
千
万
円
近
く
増
加

し
て
い
る
が
、
利
用
者
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
に
努
め
て

い
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

【
一
般
、
国
保
、
後
期
、
介
護
会
計
】

　

27
年
度
は
「
58
億
円
の
財
源
不
足
が

生
じ
る
、
こ
の
ま
ま
で
は
市
の
貯
金
は

ゼ
ロ
に
な
る
」
と
し
て
始
め
た
持
続
可

能
な
取
組
み
の
中
間
年
度
。
市
税
収
入

の
上
ぶ
れ
な
ど
で
29
年
度
に
31
億
円
に

な
る
と
し
て
い
た
財
政
不
足
額
は
す
で

に
10
億
７
６
０
０
万
円
程
に
。
財
政
調

整
基
金
も
増
や
し
42
億
円
。
財
政
見
通

し
が
甘
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

し
か
し
27
年
度
も
精
神
障
が
い
者
医

療
費
等
給
付
に
所
得
制
限
を
導
入
、
ガ

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。
本
会
議
に
お
い
て
も
全
員
賛
成

で
採
択
と
な
り
、
国
へ
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

支
給
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
難
病
等

の
範
囲
拡
大
は
。

国
で
第
３
次
実
施
分
の
検
討
が
始

ま
っ
て
お
り
、
難
病
の
範
囲
拡
大
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

指
定
難
病
以
外
の
方
に
対
す
る
就
業

等
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

障
が
い
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
に

つ
い
て
は
就
労
支
援
の
給
付
等
が
あ

る
の
で
、
既
存
の
枠
組
み
を
使
っ
て
支
援

し
ま
す
。

難
病
法
対
象
疾
患
以
外
の
難
病
等
の

方
へ
の
見
舞
金
は
。

当
市
で
の
支
給
要
件
は
県
の
指
定
難

病
受
給
者
証
交
付
者
で
あ
る
た
め
、

現
在
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

QQQ AAA

ウ
ラ
ン
ド
使
用
料
金
値
上
げ
、
緑
地
・

街
路
樹
の
管
理
を
１
回
に
減
。
削
っ
た

福
祉
や
市
民
生
活
に
支
障
が
起
き
て
い

る
も
の
は
元
に
戻
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

国
保
で
は
、
軽
減
世
帯
の
拡
充
が
さ

れ
た
が
、
１
カ
月
分
の
給
料
や
年
金
よ

り
も
高
い
国
保
税
は
全
体
で
の
引
き
下

げ
が
必
要
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
滞
納
者
の
約

半
数
が
未
申
告
・
所
得
が
な
い
状
況
。

正
規
保
険
証
の
交
付
を
。

　

介
護
で
は
、
一
定
所
得
以
上
の
方
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
２
割
負
担
に
引
き

上
げ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
も
１
３
９
名
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

【平成27年度特別会計決算額】
会計名 歳　入 歳　出

国民健康保険 84億3726万円 81億4452万円

後期高齢者医療 4億5932万円 4億5762万円

介護保険 35億5098万円 34億9392万円

農業集落排水事業 5億6231万円 5億6116万円

公共下水道事業 15億��336万円 14億9790万円

※特別会計は、一般会計に対し、特定事業など収入・支
出を個別に処理する会計です。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
る 4 億 1212 万円は、過年度損益勘定留保資金、
当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額で補てんしました。

【平成27年度水道事業会計決算額】
区　分 収　入 支　出

収益的収入
及び支出 19億8287万円 19億6670万円

資本的収入
及び支出� 3億1444万円 7億2656万円

指
定
難
病
以
外
の

難
病
・
疾
病
対
策
の

充
実
に
関
し
て
国
等
へ
の
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

各
分
野
の
施
策
や

削
減
努
力
を
評
価

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
の
削
減
に
反
対

※ 1万円未満は四捨五入

※1万円未満は四捨五入
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　新聞を取っていないなど議会だよりが宅配されな
い方や、忙しくてゆっくり読む時間の無い皆さんに。
　空き時間で読める広報無料アプリ
「i広報」が「マチイロ」にリニュー
アル！議会だよりや市の広報が発行
されると通知が来ます。

議　案　等

議
決
結
果

付
託
委
員
会

山
口　
　
　

進

山
下　

信
司

粕
谷　

智
浩

在
原　

直
樹

小
国　
　
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

村
田　
　
　

稔

鈴
木　

憲
雄

佐
久
間　
　

清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

篠
﨑　

龍
夫

茂
木　

芳
和

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生　
　
　

猛

榎
本　

雅
司

阿
津　

文
男

田
邊
恒
生（
議
長
）

塚
本　

幸
子

篠
﨑　

典
之

渡
辺　
　
　

盛

平成 27 年度一般会計及
び各特別会計歳入歳出
決算の認定

原案
認定

決
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。

�○＝賛成��●＝反対




平成 28 年 9 月定例会の議決結果

　９月定例会では、議案 9件、認定２件、諮問１件、陳情１件、発議案１件について議決し、すべての
議案について原案のとおり可決されました。そのうち賛否が分かれた案件は１件でした。

◆他の議案は、全会一致で原案可決・認定・同意・採択されました◆
○字の区域及び名称の変更（袖ケ浦駅前）
○市道路線の変更・認定（2件）
○協定の締結（終末処理場の改築工事委託）
○平成28年度一般会計補正予算（第2号）
○平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
○平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
○平成28年度介護保険特別会計補正予算（第1号）
○平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
○平成27年度水道事業会計決算の認定
○人権擁護委員の推薦（深井明氏（新任））
○指定難病以外の難病・疾病対策の充実に関して国等への意見書の提出を求める陳情
○指定難病以外の難病・疾病対策の充実を求める意見書

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ�http://www.city.sodegaura.lg.jp　　議会事務局　☎（６２）３４５０

◆賛否が分かれた案件◆

▲議決結果は
こちらから

Android用
スマホ･タブレット

ios用
i-Phone
ipadなど

議会を見てみよう議会だよりが
スマートフォンに届きます

　議会では、皆さんの日常に関わるさまざまなこと
について審議しています。議場で直接議会を傍聴し
てみませんか。��
　傍聴の予約は不要です。入り口で受付カードを記
入するだけです。出入りも自由です。
　市役所市民課前、平川・長浦両行政センターでも
テレビ中継を行っていますので、ぜひご覧ください。

　録画配信は市議会ホームページから。
　スマートフォンはこちらからどうぞ。▶
（配信は、会期終了後約10日）
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一般質問市政を問う

一般質問

市政を問う88
が
人人

　一般質問とは、市政のあらゆる疑問につい
て、本会議の場で、市に対し議員が質問や提案
を行うものです。
　議員本人がＱ＆Ａを要約し、作成した原稿を、
登壇順に掲載しています。未掲載の内容も含
め、一般質問の様子をホームページで録画配信
中ですのでご覧ください。
　会議録は11月下旬頃に掲載する予定です。

　
篠
﨑
　
典
之
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　
小
国
　
勇
　
議
員
　
　
　（
志
清
会
）

・
長
浦
駅
・
袖
ケ
浦
駅
の
改

善
と
駅
周
辺
整
備
等
に
つ

い
て

・
街
区
整
備
、
教
育
諸
設
備

等
の
充
実
に
つ
い
て

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
長
浦
駅
、
袖
ケ
浦

駅
と
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て
、
（
１
）
長
浦
駅
ホ
ー

ム
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設

置
（
２
）
長
浦
駅
「
み
ど
り

の
窓
口
」
復
活
（
３
）
両
駅

自
由
通
路
へ
休
憩
ベ
ン
チ
設

置
（
４
）
長
浦
駅
バ
ス
停
付

近
の
照
明
設
置
へ
の
対
応
は
。

（
１
）
及
び
（
２
）
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
「
駅
利
用

者
の
増
加
が
必
要
」
と
の
見

解
で
、
引
続
き
関
係
団
体
と

共
に
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
Ｊ
Ｒ
と
調
整
を
行
い
、

本
年
11
月
に
は
設
置
完
了
予

定
で
す
。
（
４
）
街
路
灯
の

高
照
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
す

る
中
で
、
バ
ス
停
の
照
明
も

バ
ス
事
業
者
と
調
整
し
ま
す
。

道
路
側
溝
の
蓋
か
け
に

つ
い
て
、
通
学
路
の
他
、

本
市
の
５
年
後
、
10
年

後
の
農
業
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

本
市
で
も
、
全
国
的
な

問
題
で
あ
る
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

魅
力
と
収
益
性
の
あ
る
農
業

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、

解
消
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

農
地
中
間
管
理
機
構
等

に
よ
る
受
け
手
と
の
交

渉
や
、
中
間
管
理
権
の
設
定

な
ど
の
事
業
に
つ
な
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
を
図
り
、
遊
休

農
地
の
解
消
に
結
び
つ
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
在

の
駆
除
数
、
ま
た
駆
除

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

特
に
安
全
確
保
の
た
め
、
街

区
公
園
の
周
り
や
明
ら
か
に

危
険
な
深
い
側
溝
は
、
優
先

的
に
進
め
な
い
か
。

交
通
量
や
危
険
な
状
況

を
市
で
調
査
し
て
、
局

所
的
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

客
観
的
に
危
険
な
箇
所

の
改
善
は
、
防
犯
灯
も

同
様
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で

設
置
し
て
い
る
の
か
。

宅
地
開
発
区
域
や
住
宅

密
集
地
で
は
、
道
路
交

差
点
を
起
点
に
電
柱
１
本
置

き
、
そ
れ
以
外
は
実
情
に
応

じ
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

学
校
等
教
育
現
場
で
老

朽
化
の
未
修
繕
が
目
立

つ
。
「
財
政
不
足
」
と
言
わ

れ
遠
慮
が
ち
で
は
な
い
の
か
。

定
期
検
査
も
行
っ
て

お
り
、
学
校
に
も
遠
慮

せ
ず
に
要
望
を
上
げ
る
よ
う

言
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
第
一
に
可
能
な

限
り
予
算
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
28
年
度
は
７
月
末
現

在
で
71
頭
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
を
新
設
し
、
さ
ら
に

わ
な
猟
免
許
新
規
取
得
の
補

助
制
度
も
開
始
し
、
駆
除
体

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ノ
シ
シ
肉
を
、
ジ
ビ

エ
料
理
と
し
て
提
供
で

き
な
い
か
、
ま
た
そ
の
よ
う

な
流
通
経
路
の
確
保
が
可
能

か
伺
う
。

処
理
施
設
建
設
や
個
体

数
確
保
な
ど
、
コ
ス
ト

面
の
課
題
か
ら
提
供
す
る
こ

と
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
り
の
里
の
Ｈ
27
年
度

の
実
績
で
販
売
数
が
増

加
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
旬
の
野
菜
の

情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
駅
舎
へ
の
ベ
ン
チ
設

置
や
バ
ス
停
を
明
る
く

袖
ケ
浦
市
の
農
業
振
興
に

つ
い
て

QQ

QQQ

QQ

QQ

A

AA

AAA

AAA

各議員のQRコードから一般質問の映像が閲覧できます。
会議録はホームページのほか、市役所２階の市政情報室や中央図書館、
おかのうえ図書館でも閲覧できます。 袖ケ浦市議会 検索

会議録はこちらから　

側
溝
や
防
犯
灯
、
教
育
施

設
は
安
全
第
一
に
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一般質問市政を問う

　
緒
方
　
妙
子
　
議
員
　
　
　（
公
明
党
）

　
篠
﨑
　
龍
夫
　
議
員
　
　
　（
新
政
会
）

　
励
波
　
久
子
　
議
員
　
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
市
内
公
共
交
通
に
つ
い

て

・
ポ
イ
捨
て
ご
み
へ
の
対

応
・
食
べ
残
し
減
量
策

・
飛
行
機
騒
音
の
そ
の
後

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
学
校
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て

・
身
近
な
道
路
の
改
善
に
つ

い
て

利
用
す
る
保
護
者
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
。

保
護
者
の
就
労
下
限
時

間
の
緩
和
や
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
保
育
施
設
の

選
択
等
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

H�

30
年
開
設
の
認
定
こ

ど
も
園
。
入
所
待
ち
児

童
の
解
消
や
メ
リ
ッ
ト
は
。

入
所
待
ち
児
童
の
解
消

に
資
す
る
と
と
も
に
教

育
、
保
育
に
対
す
る
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
に
期
待

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
。

子
育
て
支
援
の
機
能
と

休
日
保
育
、
病
児
保
育
、

３
年
保
育
、
給
食
提
供
な
ど

の
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

新
制
度
の
保
育
料
に
つ

い
て
伺
う
。

施
設
の
違
い
や
公
立
、

私
立
に
か
か
わ
ら
ず
、

ポ
イ
捨
て
ご
み
を
な
く

す
活
動
を
い
ろ
い
ろ
と

や
っ
て
き
た
が
、
減
っ
て
い

な
い
。
他
で
や
っ
て
い
る
こ

と
を
マ
ネ
し
て
い
か
な
い
か
。

①
「
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾

い
」
は
、
ル
ー
ル
を
決
め
て
、

ご
み
拾
い
の
ポ
イ
ン
ト
競
争

を
す
る
も
の
。
全
国
で
80
回

も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

②
市
原
市
は
、
環
境
美
化
重

点
地
区
を
指
定
し
、
地
区
内

の
ご
み
拾
い
を
す
る
と
と
も

に
、
最
寄
り
の
駅
な
ど
で
ビ

ラ
等
を
配
り
、
市
民
へ
の
協

力
を
求
め
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
と
行
っ
て
き

ま
し
た
が
成
果
が
出
て

い
ま
せ
ん
。
今
年
は
新
た
な

取
組
み
と
し
て
、
市
民
か
ら

参
加
者
を
募
り
、
駅
前
な
ど

の
散
乱
ご
み
の
収
集
を
行
う

と
同
時
に
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。
当
面
は
、
こ
の
取
組

待
機
児
童
の
現
状
と
今

後
の
解
消
見
込
み
は
。

８
月
で
95
名
入
所
待
ち
、

Ｈ
30
年
度
に
認
定
こ
ど

も
園
を
開
設
予
定
。
そ
れ
ま

で
は
弾
力
的
な
受
入
れ
、
私

立
園
の
定
員
拡
大
、
小
規
模

事
業
者
募
集
な
ど
を
進
め
Ｈ

31
年
度
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

私
立
園
の
定
員
拡
大
と

は
ど
の
よ
う
な
検
討
か
。

面
積
的
に
十
分
対
応
が

可
能
な
園
で
拡
大
の
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
も
定
員
を
超
過
し

て
受
入
れ
、
県
の
一
人

当
た
り
の
面
積
基
準
を
下
回

る
状
況
も
あ
る
。
子
ど
も
の

詰
め
込
み
は
保
育
士
の
待
遇

を
更
に
悪
化
さ
せ
、
保
育
士

不
足
と
な
り
待
機
児
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
。
国
、
県
の

助
成
が
な
く
て
も
市
の
責
任

で
公
立
保
育
所
を
増
や
し
、

所
得
に
応
じ
た
負
担
と
な
り

ま
す
。
市
立
幼
稚
園
保
育
料

は
暫
定
の
た
め
、
新
保
育
料

は
来
年
度
早
々
に
示
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
改
善
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
で
課
題
と
今
後

の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

公
共
交
通
に
関
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。

協
議
会
委
員
の
市
民
や

自
治
会
代
表
者
等
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
、
３
年
毎

の
市
民
意
識
調
査
に
も
項
目

を
加
え
検
討
し
て
い
ま
す
。

補
助
額
の
多
い
路
線
の

改
善
や
取
組
み
は
。

運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
バ
ス
の
乗
り

方
教
室
を
開
催
し
、
バ
ス
へ

の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
取

組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

み
の
実
施
状
況
や
成
果
を
見

極
め
て
い
き
ま
す
。

飲
食
店
か
ら
出
る
ご
み

の
６
割
が
食
べ
残
し
と

い
わ
れ
て
い
る
。
松
本
市
で

は
、
「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30
・
10
運
動
」
を
行
っ
て
い

る
。
当
市
で
も
行
わ
な
い
か
。

外
食
時
：
①
適
量
注
文
。
②

会
食
開
始
30
分
は
、
席
を
立

た
な
い
。
③
閉
会
前
10
分
は
、

自
席
に
戻
る
。

家
で
は
：
①
毎
月
30
日
に
、

冷
蔵
庫
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
。

②
毎
月
10
日
は
、
野
菜
の
茎

や
皮
な
ど
も
食
べ
る
。

外
食
時
の
例
を
、
ま
ず

市
職
員
で
実
践
し
ま
す
。

市
職
員
の
取
組
み
と
併
せ
、

食
べ
残
し
や
食
材
の
使
い
切

り
に
よ
る
食
品
ゴ
ミ
削
減
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
市
民
等

へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

待
機
児
童
を
解
消
し
な
い
か
。

お
金
が
な
い
か
ら
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
官
民
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
で
安
全
性
を
第
一

に
解
消
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

案
内
は
分
か
り
や
す
く

し
受
給
希
望
調
査
を
す

る
こ
と
。
ま
た
入
学
準
備
金

を
入
学
前
に
支
給
し
な
い
か
。

先
進
事
例
の
状
況
を
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

蔵
波
小
の
今
後
の
児
童

数
の
状
況
と
対
応
は
。

Ｈ
31
年
頃
に
は
20
か
ら

30
人
程
増
加
が
予
想
さ

れ
、
１
学
級
分
程
度
教
室
が

不
足
す
る
見
込
み
で
す
。
そ

の
後
は
減
少
が
見
込
ま
れ
、

増
加
は
一
時
的
な
も
の
と
考

え
ら
れ
、
仮
設
校
舎
に
よ
る

対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
つ
い
て

市
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

ポ
イ
捨
て
ご
み
へ
の
対
応

食
べ
残
し
減
量
策

公
立
保
育
所
の
増
設
で

待
機
児
童
解
消
を
！

就
学
援
助
制
度
を
充
実
さ

せ
対
象
者
に
も
れ
な
く

蔵
波
小
児
童
数

　
　
31
年
度
が
ピ
ー
ク

QQQQ

Q

QQQ

Q

QQQ

QQ

AAAA

A

AA

A

AAA

A AA
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一般質問市政を問う

　
篠
原
　
幸
一
　
議
員
　
　
　（
新
風
会
）

　
笹
生
　
猛
　
議
員
　
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
笹
生
　
典
之
　
議
員
　
　
　（
新
風
会
）

・
市
内
小
中
学
校
の
再
編

計
画
に
つ
い
て

・
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

問
題
に
つ
い
て

・
次
期
総
合
計
画
策
定
に

つ
い
て

・
新
た
な
防
災
対
策
「
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
の
導
入
に
つ
い
て

・
袖
ケ
浦
市
の
教
育
環
境
と
児

童
生
徒
の
安
全
対
策
強
化
に

つ
い
て

君
津
市
が
10
年
後
を
目

標
年
次
と
す
る
学
校
再

編
計
画
を
策
定
。
本
市
は
、

平
川
地
区
の
児
童
生
徒
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
。
学
校
再

編
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

６
年
後
平
岡
小
８
学
級
、

中
川
小
11
学
級
の
予
測

で
、
こ
の
先
大
幅
な
減
少
が

見
込
ま
れ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

幽
谷
分
校
は
Ｈ
26
年
度

か
ら
小
規
模
特
認
校
と

し
て
全
学
区
か
ら
児
童
を
受

け
入
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で

の
状
況
と
成
果
を
伺
う
。

Ｈ
26
年
度
は
16
名
中
７

名
が
区
域
外
、
現
在
は

11
名
中
４
名
で
す
。
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
通
し
、
大
き

な
成
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

幽
谷
分
校
の
教
職
員
体

制
と
維
持
管
理
経
費
は
。

Ｈ
24
年
度
ま
で
養
護
教

諭
を
含
め
８
人
配
置
し

袖
ケ
浦
市
の
総
合
計
画

の
行
政
経
営
上
の
意
義
。

団
体
と
し
て
責
任
を
持

ち
、
行
政
・
地
域
の
経

営
体
と
し
て
将
来
を
見
通
し

総
合
的
・
計
画
的
な
運
営
を

行
う
指
針
と
し
て
重
要
で
す
。

必
置
義
務
が
解
除
さ
れ
、

市
と
し
て
の
見
解
は
。

各
地
域
の
皆
さ
ん
で
よ

く
考
え
、
必
要
で
あ
れ

ば
つ
く
り
ま
す
。

必
置
義
務
が
外
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
「
実
情

に
あ
っ
た
地
域
づ
く
り
を
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

地
域
づ
く
り
の
自
由
度
が
よ

り
高
ま
り
、
自
治
体
の
裁
量

が
拡
大
し
た
。
地
方
自
治
の

場
面
転
換
。
総
合
計
画
を
つ

く
る
上
で
新
し
い
価
値
を
持

ち
込
ま
な
い
と
、
法
の
趣
旨

と
反
す
る
。
総
合
計
画
の
検

証
方
法
は
？

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
導
入
前

と
の
差
異
は
何
か
？

導
入
後
は
、
事
前
行
動

の
更
な
る
明
確
化
、
対

応
の
統
一
化
が
図
ら
れ
、
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
的
に
使
う
こ

と
に
よ
り
災
害
対
応
の
漏
れ

を
防
ぎ
、
先
を
見
越
し
た
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
よ
る

市
の
事
前
行
動
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

伝
え
、
事
前
行
動
の
周
知
と

検
証
を
し
て
い
か
な
い
か
？

今
後
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

周
知
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
等
の
各
団
体
に
対
し
て
も

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
生
活
安
全
メ
ー
ル

に
よ
る
防
災
情
報
の
発
信
を

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
連
携
す
る
よ

う
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

て
い
ま
し
た
が
、
Ｈ
25
年
度

以
降
は
６
名
で
す
。
経
費
は
、

概
ね
年
間
800
万
円
程
度
で
す
。

児
童
の
減
少
を
鑑
み
て

本
校
と
の
統
合
は
検
討

し
た
か
、
ま
た
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
も
視
野
に
入
れ
て
の
検

討
も
し
た
の
か
伺
う
。

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

検
討
は
し
ま
し
た
。
統

合
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
通
学

距
離
を
考
慮
し
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
も
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

調
査
、
袖
ケ
浦
公
園
の

捨
て
猫
対
策
、
看
板
設
置
の

効
果
と
給
餌
に
つ
い
て
伺
う
。

調
査
は
、
犬
と
異
な
り

登
録
制
度
が
な
く
困
難

で
す
。
公
園
内
の
猫
へ
の
餌

や
り
や
捨
て
猫
対
策
の
看
板

の
設
置
は
効
果
が
あ
り
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
景
観
に
配

慮
し
な
が
ら
設
置
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
、

そ
の
課
題
、
そ
れ
ら
を

明
ら
か
に
し
、
次
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
検
証
方
法
は
市
民

に
わ
か
り
や
す
い
方
法

か
？
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将

来
都
市
像
の
達
成
度
合
い
が

重
要
。
こ
の
視
点
で
検
証
が

必
要
。
市
民
の
意
見
を
具
体

的
に
取
り
入
れ
る
方
法
は
？

ま
ず
市
民
意
識
調
査
、

次
に
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
懇
談
、
意
見
交
換
で
す
。

さ
ら
に
無
作
為
に
抽
出
し
た

市
民
の
方
々
と
の
意
見
交
換

を
考
え
て
い
ま
す
。

協
働
推
進
条
例
に
は
市

民
参
加
が
規
定
さ
れ
て

い
な
い
。
市
民
参
画
を
担
保

せ
よ
。市

民
、
行
政
な
ど
の
役

割
分
担
や
、
基
本
理
念

な
ど
を
定
め
ま
す
。

以
前
に
、
保
護
者
へ
の

学
校
連
絡
メ
ー
ル
を
交

通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
に
も
配
信
し
、
連
携
強
化

を
図
れ
な
い
か
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
は
？

学
校
か
ら
働
き
か
け
を

行
い
、
登
録
者
も
増
え

て
い
ま
す
。
急
な
連
絡
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
り
、
今
後

も
学
校
を
通
じ
て
登
録
を
促

進
し
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
に
草
木
が
は
み

出
し
危
険
な
箇
所
が
あ

る
。
特
に
交
通
量
の
多
い
県

道
に
つ
い
て
、
県
の
「
千
葉

県
道
路
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
県
道
美
化
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
）」
を
市
で
も

啓
発
・
推
進
し
、
県
道
通
学

路
の
安
全
を
図
ら
な
い
か
？

広
報
へ
の
掲
載
な
ど
で

事
業
の
啓
発
・
推
進
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
の
再
編
計

画
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
安
全
対
策

強
化
に
つ
い
て

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
問

題
に
つ
い
て

市
民
が
共
有
で
き
る

　
総
合
計
画
作
成
が
大
切

市
民
参
加
の
担
保
が

　
　
　
　
　
絶
対
不
可
欠

新
た
な
防
災
対
策
「
※
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
効
果
と
検
証
は

QQQ

QQQ

QQ

QQ

Q Q

QQ

AAA

AA

AA

AA

AA A

AA

※�

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
…
予
測
さ
れ
る
台
風
等
の
災
害
到
達
前
に「
い
つ
」「
誰
が
」「
何

を
す
る
か
」
時
系
列
で
整
理
し
た
も
の
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　「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
平
成

26
年
11
月
臨
時
会
で
設
置
さ
れ
た
「
議
会

改
革
推
進
特
別
委
員
会
」。
議
員
選
挙
に

よ
り
改
選
と
な
る
た
め
、
今
定
例
会
で
活

動
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
で
は
、
先

の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
掲
げ
ら
れ
た

10
項
目
を
基
に
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
の
最
大
の
成
果
は
、
袖
ケ
浦

市
議
会
と
し
て
初
め
て
、
市
民
と
の
意
見

交
換
会
「
カ
フ
ェ
ド
ぎ
か
い
」
を
開
催
し

た
こ
と
で
し
た
。「
カ
フ
ェ
ド
ぎ
か
い
」
は

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
を
取
り
入
れ
、
参

加
者
の
率
直
で
多
様
な
意
見
を
聴
く
こ
と

が
出
来
た
こ
と
、
参
加
者
と
議
員
の
距
離

が
縮
ま
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
「
開
か
れ

た
議
会
」
と
な
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
基
本
条
例
案
の
策
定
に
着

手
し
２
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
検
討
し

ま
し
た
が
、
条
例
制
定
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

議
会
改
革
の
推
進
と
言
い
な
が
ら
、
実

行
に
移
せ
な
か
っ
た
項
目
も
散
見
出
来
ま

す
。
今
後
袖
ケ
浦
市
議
会
と
し
て
、「
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
対
話

を
重
ね
、
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
更
に
議
会
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

　

田
邊
議
長
が
、
出
口
市
長
、
大
岩

国
際
交
流
協
会
会
長
と
と
も
に
、
昭

和
54
年
か
ら
姉
妹
都
市
で
あ
る
ブ
ラ

ジ
ル
連
邦
共
和
国
イ
タ
ジ
ャ
イ
市
を

公
式
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
で
姉
妹
都
市
継
続
の

意
思
を
相
互
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
イ

タ
ジ
ャ
イ
市
の
様
子
を
視
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
タ
ジ
ャ
イ
市
は
港
湾
都
市
と

し
て
発
展
し
、
姉
妹
都
市
提
携

当
時
８
万
人
だ
っ
た
人
口
も
現
在

20
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
驚

き
ま
し
た
。

　

市
長
や
議
会
代
表
者
等
の
歓
待

を
受
け
、
短
い
時
間
で
し
た
が
情

報
交
換
を
行
い
、
共
同
宣
言
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

タ
ジ
ャ
イ
市
日
伯
文
化
協
会
や
商

工
会
議
所
と
も
意
見
交
換
を
行
い
、

日
本
総
領
事
館
の
池
田
総
領
事
も

一
緒
に
市
内
視
察
を
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　

民
間
に
お
け
る
交
流
発
展
に
も

期
待
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
く

た
め
の
言
葉
の
壁
の
克
服
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
が
、
今
後
の

課
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
袖
ケ
浦
市
議
会
議
長

　	

田
邊		

恒
生

袖ヶ浦高校の生徒も参加しました。

石川県能美市議会が視察に来市。
ワールドカフェ方式で意見交換を
行いました。

イタジャイ市内にある公園
「袖ケ浦への道」イタジャイ市議会代表と

共同宣言へ署名。サッカーイ
タジャイ杯の新しい優勝カッ
プが贈られました。

カフェドぎかいの開催
開かれた議会へ！

ブラジル イタジャイ市を公式訪問
姉妹都市継続の意思を相互に確認

平成28年7月21日（木）〜28日（木）

（
１
）「
カ
フ
ェ
ド
ぎ
か
い
」
の

発
展
的
活
用

（
２
）
議
会
基
本
条
例
の
制
定
へ
の

取
組
み

（
３
）
合
意
形
成
の
た
め
の
構
造
づ
く

り

　

本
委
員
会
の
成
果
を
踏
ま
え
、

今
後
、
改
革
項
目
を
実
践
し
て
条

例
化
を
図
る
こ
と
を
再
度
確
認
し
、

更
な
る
議
会
改
革
に
ま
い
進
し
て

い
き
ま
す
。

委
員
会
調
査

　
報
告
書
（
抜
粋
）

ジャンジールイタジャイ市長と
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　氣志團万博開催目前となった９月１日、袖ケ浦駅自由通路北
側で、顔出しパネルの除幕式が行われました。氣志團万博のＰ
Ｒと袖ケ浦市を訪れるたくさんの方々を歓迎するため、有志応
援団が出資者を募り、氣志團万博の舞台セットを手掛ける市内
企業（株）シミズオクトに作成を依頼。クオリティの高い顔出し
パネルに、氣志團万博の来場者が列を作って撮影していました。

　９月24日にゆりの里で行われたドデカ・カボチャ
大相撲大会。横綱に輝いたのは石橋久幸さんのド
デカ・カボチャ。「アトランティックジャイアント」と
いう種類で、三箇・鹿島・高谷地区の農家が中心と
なって栽培し、重さを競ったのが始まりです。どな
たでも参加できますので、来年に向けて育ててみ
ませんか。
　注意：200kgを超える可能性があります。

「氣志團万博袖ケ浦有志応援団」
　　袖ケ浦駅に顔出しパネル設置

第３回大会　横綱は135kg！
こりゃでっけっ

ぺぇ～

　１０月１日袖ケ浦駅前がおいしそうな
さんまの香りに包まれました。
　奈良輪と坂戸市場が昭和７年まで
「楢葉村」だった縁で、震災復興の手
助けになればと、地元有志で企画され
たチャリティーさんま祭り。あいにくの
天気にも関わらず、多くの来場者とボ
ランティアの笑顔に溢れていました。さ
んま２０００匹が、お昼には無くなるほど
大盛況でした。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
佐
久
間
　
清

副
委
員
長
　
励
波
　
久
子

委

員
　
小
国
　
　
勇

	

笹
生
　
典
之

	

前
田
美
智
江

	

篠
﨑
　
龍
夫

	

笹
生
　
　
猛

	

阿
津
　
文
男

１０月１６日の市議会議員一般選挙を終え、１１月１５日（火）午前１０時から臨時会が開催されます。
　臨時会では、議長の選出や常任委員会委員等の選任などを行います。

　議会は傍聴できます。事前の申し込みは不要ですので、ぜひ直接議会をご覧ください。

表紙の写真から

◆◆◆ 11月15日（火）は臨時会です ◆◆◆

＊一般質問通告一覧表は11月25日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�12月定例会の予定は、11月22日（火）に開催される議会運営委員会で正式決
定されます。詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
11／27 11／28 11／29 11／30 12／1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

12月定例会の予定

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議
10：00～

本会議
10：00～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

総務企画
常任委員会

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

天皇誕生日

トピッ スク

顔出しパネルに長蛇の列！大人気でした

でっけっぺぇ～！
　　カボチャを前に話がはずみます

※
綾
小
路
翔
さ
ん
公
認
！

袖ケ浦駅も昭和４９
年まで楢葉駅とい
う名前でした。
※駅表札は郷土博
物館所蔵

たくさんの笑顔で賑わいました

横
綱

大
関

関
脇

小
結

前
頭


